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第一 京都大学大学文書館 (以下 ｢大学文書館｣という｡)の利用については､この要項の定めるところによ
る｡
(大学文書館の業務)






















































































































個人の秘密であって､当該情報を公にすることにより､当該個人の権利利益 不当に害するおそれのあるもの ア 学歴又は職歴イ 財産 所得 30年以上
1108-
個人の重大な秘密であ って､当 該情報を公に




















































七 自己点検 ･評価報告書その他の教育研究活動に関する報告書 (学術研究論文集､紀要を除く｡)
八 調査統計報告書その他の行政資料
九 その他京都大学の歴史に係る資料として館長が指定したもの
(その他の資料の移管)
第四 第二及び第三に定めるもののほか､部局の保有する本学の歴史に係る各種資料のうち当該部局におい
て利用の予定のないものについては､大学文書館への移管に努めるものとする｡
(雑則)
第五 この要項に定めるもののほか､この要項の実施に問し必要な事項は､館長が定める｡
附 則
この要項は､平成十三年四月一日から実施する｡
-ll()-
『京都大学大学文書館研究紀要』編集要項
1. 京都大学大学文書館に､京都大学大学文書館研究紀要 (以下､｢研
究紀要｣という｡)の構成および内容に関する基本的計画の立案そ
の他編集の総括を行うため､京都大学大学文書館研究紀要編集委負
会 (以下､｢編集委員会｣という｡)を置く｡
2. 編集委員会に委員長を置き､大学文書館長をもってあてる｡委員は
大学文書館教員とする｡
3. 研究紀要には､京都大学および高等教育の歴史､ア-カイヴズ論等
に関する論文､研究ノート､資料紹介､書評等を掲載する｡
4. 論文は､400字詰原稿用紙換算で60枚以内､研究ノートは40枚以
内､資料紹介は80枚以内､書評は20枚以内とする｡ ただし､編集
委員会で特に認めた場合はその限りではない｡
5. 研究紀要に執筆することができるのは､京都大学大学文書館の教職
員のほか､学内外を問わず編集委員会で選任して依頼した者､執翠
を希望して編集委員会で認められた者とする｡
6. 原稿は原則として未発表のものに限る｡
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編集後記
『京都大学大学文書館研究紀要』第1号をお届けします｡
冒頭の ｢創刊の辞｣にもありますように､大学文書館の設置から2年､ようや
く調査研究活動の一端を公にすることができました｡設置当初より研究紀要の刊
行を目指してきたわれわれにとっては､最小限の責任を一つ果たしたというのが
実感です｡しかし､物事はともすれば始めることよりも継続することの方が難し
いと言われます｡読者の皆様には､ぜひ忌博のないご意見をお寄せいただき､そ
のことにより本研究紀要を発展させていきたいと考えています｡
ご承知のように､近年の大学改革によって､国立大学も評価 ･競争の場にさら
されることになりました｡このような時代だからこそ､自らの存在理由を明らか
にするために大学は正確な資料に基づいて軌跡を振り返り､これから歩んでいく
道を見定めなければならないと思われます｡そのための素材を提供する場として､
｢大学ア-カイヴズ｣はこれからの大学にとって不可欠なものになるのではない
でしょうか｡この第1号にも､｢大学ア-カイヴズ｣についての意欲的な論文を2
本収録しました｡ぜひ､ご味読ください｡
(大学文書館助教授 西山 伸)
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